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The use of forensic interview for the examination of children’s sentiments 


























































 1 　司法面接（forensic interview）について







　司法面接には多くの種類があり、国や地域によって用いられる手法が異なる  1 ）。日本国内で
は、2013年時点の調査で94％の児童相談所が何らかの司法面接を使っている、あるいは使った
ことがあると回答している（山本，2012；2013）。山本（2012）によれば、国内で主に使用さ














 1 ）例えば、イギリスではMemorandum of Good Practices（MOGP）やAchieving of the Best Evidences（ABE）
と呼ばれる手法が、イスラエルでは本稿で取り上げるNational institute of child health and human 





























































































































律専門用語の持つ意味について正しく理解していない子どもも多い（Aldridge, Timmins & 
Wood, 1997; Flin, Stephenson & Davies, 1989等）。司法手続きの基本的な知識や面接の目的につ
いて子どもに対してわかりやすく説明をする必要性があることも共通点であると思われる。
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